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               目的
 脂肪組織中のトリグリセリド (TG) の消費は, 脂肪細胞内のホルモン感受性リパーゼによっ
 て, 遊離脂肪酸とグリセロールに分解されることから始ま る。 近年, マイクロダイ アリシス法を
 用いセ, 脂肪組織内のグリセロール濃度変化を測定することにより, 組織局所での TG 分解の動
 態を直接, 経時的に知ることが可能となった。 そこで, 同法を用いて, 外科侵襲下の脂肪組織
 TG 分解動態を検討し, さらに皮下脂肪と腹腔脂肪 (傍精巣上体脂肪, 腸間膜脂肪) の違いを検
 討した。
               方法
 全身麻酔下のラットの皮下脂肪と血管内, ないしは腹腔脂肪にマイクロダイ アリシスプローブ
 を留置 し, 同時にニケ所の組織でマイクロダイ アリシスを行い, 各種外科侵襲 (カ テコラミ ン投
 与, 急速脱血, LPS投与) 時の TG 分解動態を検討した。 マイクロダイ アリシス回収液中の定量
 分析には, HPLC を用いた。
               結果
 カテコールアミン投与によ り, 血中, 脂肪組織内のグリセロール濃度は速やかに上昇し TG 分
 解の亢進を示した。 脂肪組織内の濃度変化が血中に比べて, より急峻であったことか ら, マイク
 ロダイ アリ シス法で局所 TG 分解の測定が可能であることが改めて確認された。
 カテコールアミン投与時の傍精巣上体脂肪と皮下脂肪の比較では, TG 分解亢進の程度, time
 course に差は無かった。 腸間膜脂肪と皮下脂肪との比較で も, 差は無かった。
 より臨床的な侵襲である急速脱血でも, 腸間膜脂肪と皮下脂肪との比較で, TG 分解亢進の程
 度, time course に差は無かった。
 敗血症モデルである LPS 投与により, 脂肪組織内 TG 分解は緩やかに亢進したが, 血清遊離
 脂肪酸濃度は上昇せず, 脂肪細胞内の TG 再合成径路の亢進が示唆された。
 また, LPS 投与で脂肪組織内ノルエ ピネフリン濃度が緩やかに上昇しており, さらに, β
 blocker 局所投与によって, LPS 投与後の TG 分解が抑制されたことから, LPS による脂肪組織
 内交感神経ノ ルエ ピネフリ ン分泌が, TG 分解亢進の一因であることが明らかになった。
 LPS 投与後の長時間観察では, TG 分解は投与後2時間目から亢進 し, 6～8時間以上続いた
 が, 腸間膜に比べて, 皮下の亢進程度が有意に大きかった。
 一574 一
 以上, 外科的侵襲により, 脂肪組織TG 分解が亢進することを認めたが, 外科侵襲の種類によ
 り, 亢進の程度, time course,に違いのあることが明らかになった。




 本研究では, 外科侵襲下の脂肪代謝を in vivo, in situ で検討することを目的に, マイクロ
 ダイアリシス法を用いてラッ トの脂肪組織中の脂肪分解の変動を測定 し, さらに, 腹腔脂肪組織
 と皮下脂肪組織の比較を行っている。
 まず, 血中と脂肪組織中のマイクロダイアリシス法の比較を行い, 同法が組織レベルでの脂肪
 分解を反映していることを確認し, ついで, カテコラミン投与, 急速脱血, LPS 投与によって
 脂肪組織の脂肪分解が亢進することを示し, また侵襲の種類によって脂肪分解の亢進の程度,
 time course が異なることを示 している。 従来 in vitro の実験で報告されていた侵襲下の脂肪組
 織分解亢進を, マイクロダイアリシス法を用いることにより in vivo で経時的, 連続的に測定し,
 その特性を明 らかに した ものであ る。
 さらに, LPS 投与に関して, 脂肪組織内ノルエピネフリン濃度の上昇, β blocker 局所投与
 による脂肪分解の抑制な どの結果を示 し, 脂肪組織内の交感神経ノルエ ピネフリ ン分泌が脂肪分
 解亢進の一因であることを証明 している。
 皮下脂肪と腹腔脂肪の比較では, カテコラミン, 急速脱血では両者の脂肪分解亢進に差がなく,
 LPS 投与では皮下脂肪のほうが亢進することを示 し, 侵襲時の組織部位 (皮下 vs 腹腔) による
 脂肪分解の調節が, 従来報告されている安静時の調節とは異なること, また侵襲の種類によって
 も異なることを明 らかに している。
 本研究は, 外科侵襲下の脂肪分解をマイクロダイアリシス法を用いて組織レベルで測定・検討
 したものであるが, その手法・結果とも, 外科代謝・栄養の分野に新しい局面を開く もので, 十
 分学位に値すると考える。
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